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医療系の業界紙において、一部のフロスを使用するとフッ素に曝露するという内容の記事

が出され（日本歯科新聞（2019 年 2 月 26 日）および Medical Tribune（2019 年 1 月 30

日））、歯科臨床や行政の現場で不安の声がきかれます。しかし、フロスやむし歯予防のため

のフッ化物の安全性に問題はありません。ここでは、記事の内容から誤解を招かないよう記

事の元になった論文の問題点を解説します。 

 

 この記事で述べられているフッ素とは、プラスティックの一種であるフッ素樹脂（フッ素

と炭素を結合させた化合物で、テフロンという商品名で一般的に知られています）のことで

す。一方、むし歯予防にはフッ化ナトリウムのようなフッ化物が使われています。塩素化合

物である塩化ナトリウム（食塩）と塩酸が異なるように、むし歯予防に利用されるフッ化物

はフッ素樹脂とはまったく別のものです。この記事の内容から、歯磨剤や歯科医院での塗布

などでむし歯予防のために用いられるフッ化物に不安を抱く必要はありません。 

また、記事で引用されている研究論文 1)自体、参加人数が 178 人と少ないうえ、様々な交

絡因子を考慮していません。例えば、化粧品にもフッ素樹脂が含まれる商品があり、フッ素

樹脂を含むフロスと化粧品の両方を頻繁に利用している人の場合、血液中のフッ素樹脂濃度

が高い原因がフロスかどうかは分かりません。フッ素樹脂は食品、飲料、薬品、化粧品など

に広く利用されており、こうしたことが考慮されていない今回の研究は、フロスとフッ素樹

脂の関係性を過大評価している可能性があります。 

また、この研究論文 1)では 2010～13 年に採取した血液でフッ素樹脂の濃度を測定し、2015

～16 年にフロスなどの利用に関する質問紙調査を行っています。通常の研究では、原因が

先にあってその後に結果が起こるという時間的な前後関係を考えます。ところがこの研究で

は、結果（血液検査）が先で、2 年後に原因を聞いており、様々な原因で分析結果の信頼性

が低いと考えられます。 

 むし歯予防で使われているフッ化物はフッ素樹脂と全く異なるものです。アメリカ歯科医

師会の見解 2)と同様に、この研究報告に基づいて、フロスの利用を控えたり、フロスの種類

を気にする必要はないと言えます。 
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